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大
阪
府
の
中
東
部
に
位
置
す
る
八
尾
市
は
、
府
内
第
３
位
の
工
業
製
品
出
荷
額
を

誇
る
モ
ノ
づ
く
り
の
街
だ
。
市
内
で
は
企
業
、
行
政
、
金
融
機
関
な
ど
モ
ノ
づ
く
り

に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
日
々
、
め
ま
ぐ
る
し
く
活
動
し
て
い
る
。
地

域
に
お
け
る
最
近
の
目
立
っ
た
動
き
を
紹
介
す
る
。

大阪・八尾エリアに新たな動き 府
下
３
信
金
が
合
併
大
阪
シ
テ
ィ
信
金
誕
生
資
金
量
２
兆
円
超

全
日
本
ブ
ラ
シ
工
業
協
同
組
合
の
１
０
０
周

年
記
念
式
典
に
は
来
賓
と
関
係
者
ら
が
数
多

く
出
席
し
た

月
８
日

▲

竹
渕
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
地
域
共
存
へ
工
場
見
学創立１００周年で式典全日本ブラシ工業協組
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大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金
庫
の
本

店

大
阪
市
中
央
区

小
学
生
が
八
尾
市
の
竹
渕
地

区
に
あ
る
チ
ー
リ
ン
製
菓
の

工
場
を
を
訪
れ
、
菓
子
づ
く

り
の
工
程
を
見
学

　

月
５
日
、
大
阪
府
で
最

大
の
信
用
金
庫
「
大
阪
シ
テ

ィ
信
用
金
庫
」
が
誕
生
し

た
。
大
阪
市
を
地
盤
と
す
る

大
阪
市
信
用
金
庫
、
大
阪
府

東
部
を
地
盤
と
す
る
大
阪
東

信
用
金
庫
、
大
阪
市
中
央
卸

売
市
場
に
本
店
を
置
く
大
福

信
用
金
庫
の
３
金
庫
が
合
併

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
店
舗

数
は
府
内
に
１
０
１
カ
所
。

２
０
１
３
年
３
月
末
の
３
金

庫
の
預
金
残
高
を
合
わ
せ
る

と
２
兆
２
４
４
０
億
円
と
な

り
、
府
内
で
初
の
資
金
量
２

兆
円
を
超
え
る
信
用
金
庫
が

生
ま
れ
た
。
新
金
庫
は
大
阪

市
内
の
旧
大
阪
市
信
金
の
本

店
を
新
し
い
本
店
と
し
た
。

こ
こ
に
本
部
機
能
を
集
約
し

た
た
め
、
旧
大
阪
東
信
用
金

庫
が
八
尾
市
に
置
い
て
い
た

本
店
は
新
金
庫
の
八
尾
営
業

部
と
な
っ
た
。

　
旧
大
阪
東
信
用
金
庫
は

年
、
東
大
阪
市
の
阪
奈
信
用

金
庫
と
八
尾
市
に
本
店
を
置

く
八
光
信
用
金
庫
の
合
併
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
。
こ
れ
ま

で
八
尾
市
や
八
尾
商
工
会
議

所
と
連
携
し
て
地
域
企
業
を

集
め
た
展
示
商
談
会
を
開
い

た
り
、
商
社
と
協
力
し
て
中

小
製
造
業
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
に
取
り
組
む
な
ど
、
製

造
業
や
町
工
場
と
の
取
引
に

力
を
入
れ
て
い
た
。
「
ひ
が

し
ん
」
の
愛
称
は
地
域
に
浸

透
し
て
お
り
、
大
阪
東
部
に

軸
足
を
置
く
信
金
と
し
て
の

存
在
感
を
示
し
て
い
た
。

　
た
だ
、
本
部
が
大
阪
市
に

移
っ
た
こ
と
で
、
八
尾
市
を

含
む
大
阪
東
部
地
域
は
信
金

の
組
織
上
、
周
辺
地
域
に

な
っ
た
。
大
阪
東
部
の
企
業

を
対
象
と
し
て
き
た
景
況
調

査
も
、
今
後
、
大
阪
東
部
に

絞
っ
た
調
査
を
続
け
る
計
画

は
な
い
と
い
う
。
大
阪
東
部

や
モ
ノ
づ
く
り
企
業
に
軸
足

を
置
い
た
サ
ー
ビ
ス
が
今

後
、
ど
う
変
化
す
る
の
か
が

気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

　
中
小
企
業
の
集
積
地
と
し

て
知
ら
れ
る
大
阪
東
部
地
域

に
は
、
優
れ
た
技
術
や
製
品

を
有
す
る
企
業
が
多
数
存
在

す
る
。
そ
の
た
め
近
年
は
、

南
都
銀
行
、
京
都
銀
行
な
ど

資
金
豊
富
な
地
方
銀
行
が
相

次
い
で
支
店
を
出
す
な
ど
、

金
融
機
関
同
士
の
競
争
環
境

は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　
大
阪
シ
テ
ィ
信
金
に
と
っ

て
今
回
の
合
併
は
、
「
経
営

基
盤
を
強
化
し
て
地
銀
と
互

角
以
上
の
戦
い
を
す
る
た
め

の
戦
略
」

広
報
部

だ
。

今
後
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
に
つ

い
て
も
「
変
わ
る
と
こ
ろ
は

な
い
」

同

と
明
言
す

る
。
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
や

植
物
工
場
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
参

入
支
援
な
ど
の
事
業
も
新
本

店
と
、
中
小
企
業
支
援
施
設

の
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
コ
ア

東
大
阪

東
大
阪
市

、
八

尾
商
工
会
議
所

八
尾
市

に
置
く
企
業
相
談
窓
口
で
対

応
を
継
続
す
る
考
え
だ
。

　
合
併
し
た
３
金
庫
は
そ
れ

ぞ
れ
が
商
業
、
製
造
業
、
食

品
卸
売
業
と
異
な
る
得
意
分

野
を
有
す
る
こ
と
か
ら
「
取

引
先
同
士
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
引
き
出
し
は
以
前
よ
り

増
え
た
」

同

と
、
新
た

な
メ
リ
ッ
ト
も
生
ま
れ
て
い

る
。
大
阪
東
部
地
域
へ
の
サ

ー
ビ
ス
体
制
が
ど
の
よ
う
に

変
化
す
る
か
は
、
今
後
、
支

店
の
統
廃
合
や
既
存
事
業
の

見
直
し
が
進
む
中
で
次
第
に

明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
歯
ブ
ラ
シ
は
大
阪
東
部
の

地
場
産
業
と
し
て
知
ら
れ
、

八
尾
市
と
、
隣
接
す
る
東
大

阪
市
に
製
造
事
業
者
数
の
６

割
が
立
地
、
集
積
し
て
い

る
。
中
小
メ
ー
カ
ー
計

社

の
正
会
員
、

社
の
賛
助
会

員
で
組
織
す
る
全
日
本
ブ
ラ

シ
工
業
協
同
組
合

大
阪
府

東
大
阪
市
、
稲
田
眞
一
理
事

長
、
０
６
・
６
７
８
７
・
６

１
６
２

は
、
母
体
と
な
っ

た
組
合
の
発
足
が
１
９
１
４

年

大
正
三
年

で
、
２
０

１
３
年
度
が
１
０
０
周
年
。

「
い
い
歯
の
日
」
の

月
８

日
に
創
立
１
０
０
周
年
式
を

大
阪
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

き
、
来
賓
含
め
業
界
関
係
者

ら
１
９
１
人
が
会
場
に
詰
め

か
け
た
。

　
所
管
す
る
経
済
産
業
省
日

用
品
室
の
多
田
俊
樹
室
長
は

「
歯
ブ
ラ
シ

は
輸
入
も
少

し
入
っ
て
い

る
が
輸
出
も

し
っ
か
り
さ

れ
て
い
る
の

は
立
派
。
日

用
品
で
輸
出

が
出
来
て
い

る
業
界
は
少

な
い
」
と
健

闘
を
た
た
え

た
。
ま
た
日

本
歯
磨
工
業

会
の
藤
重
貞

慶
会
長

ラ

イ
オ
ン
会

長

は
日
本
の

歳
児
の
虫

歯
が
、
こ
の

年
で
１
人
当

た
り
４
・
８
本
か
ら
１
・
１

本
へ
改
善
し
た
足
跡
を
示

し
、
「
社
会
の
意
識
向
上
と

と
も
に
、
毛
先
が
開
い
た
ら

歯
ブ
ラ
シ
の
赤
信
号
と
、
長

年
の
業
界
の
啓
発
活
動
が
貢

献
し
た
」
と
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
の
成
果
を
振
り
返
っ

た
。

　
地
元
の
両
市
長
も
「
八
尾

は
歯
ブ
ラ
シ
製
造
、
日
本
一

の
街
」

田
中
誠
太
八
尾
市

長

、
「
歯
ブ
ラ
シ
か
ら
ロ

ケ
ッ
ト
ま
で
が
東
大
阪
市
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」

野

田
義
和
東
大
阪
市
長

と
祝

辞
を
述
べ
た
。

　
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は

楽
観
は
で
き
ず
、
同
組
合
の

稲
田
眞
一
理
事
長
は
「
国
内

の
総
人
口
、
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
は
我
々
の
生
産
高
に

直
接
響
く
。
乗
り
切
る
に
は

高
付
加
価
値
の
商
品
、
生
産

効
率
の
向
上
し
か
な
い
。
海

外
製
品
の
入
る
余
地
が
な
い

高
品
質
の
製
造
技
術
を
継
承

し
て
進
め
て
い
く
」
と
語
っ

た
。

　
同
組
合
で
は
、
多
様
化
し

た
歯
ブ
ラ
シ
の
新
た
な
品
質

表
示
方
法
や
、
１
日
３
回
歯

磨
き
の
普
及
啓
発
を
注
力
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同

組
合
の
１
０
０
周
年
事
業
で

は
記
念
誌
を

年
３
月
末
に

刊
行
予
定
だ
。

　
八
尾
市
は
２
０
１
１
年
に

策
定
し
た
「
第
５
次
総
合
計

画
」
に
基
づ
い
て
、
小
学
校

区
を
基
本
単
位
と
し
て
市
内

を

の
地
域
に
分
け
、
各
地

域
の
現
状
に
あ
っ
た
特
色
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

年
度
に
は
各

小
学
校
区
が
協
議
会
を
設

け
、
市
民
と
行
政
の
協
力
の

下
「
わ
が
ま
ち
推
進
計
画
」

を
と
り
ま
と
め
て
お
り
、

年
は
こ
の
計
画
を
実
現
す
る

た
め
に
予
算
を
設
け
て
、
具

体
的
な
事
業
を
始
め
て
い

る
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
中
で
地

域
住
民
と
工
場
と
の
共
存
を

目
指
す
動
き
を
み
せ
て
い
る

の
が
、
八
尾
市
の
中
西
部
に

位
置
す
る
竹
渕
小
学
校
区

だ
。
竹
渕
地
区
は
小
学
校
の

周
辺
に
住
宅
と
工
場
が
混
在

し
て
い
る
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
の
方
針
の
一
つ
と
し
て

「
住
ま
い
と
工
場
が
良
好
な

関
係
で
共
存
す
る
ま
ち
」
を

掲
げ
、

月
に
初
の
企
業
見

学
会
を
開
い
た
。　

見
学
会
は

計

人
の
小

学
生
が
近
隣

の
二
つ
の
工

場
を
訪
問
し

た
。
参
加
し

た
小
学
生
は

「
工
場
が
近

く
に
あ
る
の

は
知
っ
て
い

た
け
ど
、
中

を
見
る
の
は

初
め
て
」
と

目
を
輝
か
せ

て
話
し
、
近

隣
の
工
場
へ

の
理
解
も
い

く
ぶ
ん
深
ま

っ
た
よ
う
だ

っ
た
。
竹
渕
小
学
校
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
三
木
晴
子

会
長
代
行
は
「
こ
ど
も
が
地

域
に
興
味
を
持
ち
、
企
業
の

こ
と
を
勉
強
す
れ
ば
進
路
を

考
え
る
上
で
良
い
と
思
う
。

い
ず
れ
竹
渕
に
帰
っ
て
き
て

く
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
」
と

期
待
を
込
め
て
い
る
。

　
工
業
用
パ
ッ
キ
ン
や
生
産

管
理
ソ
フ
ト
の
製
造
販
売
を

手
が
け
る
デ
ジ
ッ
ク
も
小
学

生
の
見
学
を
受
け
入
れ
た
。

上
野
雅
弘
社
長
が
協
力
し
た

の
は
「
こ
ど
も
が
モ
ノ
づ
く

り
を
知
っ
て
、
将
来
、
関
わ

る
き
っ
か
け
を
つ
く
れ
れ

ば
」
と
の
思
い
が
あ
る
た
め

だ
。
住
民
と
工
場
が
共
生
す

る
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
担

い
手
育
成
に
ま
で
つ
な
が
れ

ば
理
想
的
だ
。

　
八
尾
市
は
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
歓
迎
し
て
お
り
、

「
こ
れ
を
皮
切
り
に
他
の
地

域
に
も
広
が
る
と
良
い
。
企

業
側
も
喜
ん
で
受
け
入
れ
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と

取
り
組
み
の
広
が
り
を
期
待

し
て
い
る
。


